
生殖腺熟度指数はキビナゴ

の体重に対する卵巣・精巣

の重さの割合を指標にした

ものです。卵巣・精巣が発達

したキビナゴが多い月に色

をつけています。 

図４ 五島海区におけるキビナゴの資源量指数 

図３ 生殖腺熟度指数の月別の推移 

 

1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12  

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

H1 H5 H9 H13 H17 H21 H25 H29

漁
獲
量
（
ト
ン
）

図１ 五島海区におけるキビナゴの漁獲量 

（H18までは農林水産統計年報、それ以降は推定値） 
図２ 五島標本漁協のキビナゴの漁獲量 
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Ⅰ．漁獲の動向  

 五島海区にお

けるキビナゴの

漁獲量は、近年

７５０トン前後で

推移していました

が、平成２９年の

漁獲量は、７２０

トンでした。（図１） 

 

 

平成２９年の五島標本漁協におけるキビナゴの月別漁獲量は、

平年に比べて１、４、１０、１２月は平年より少なめ、８月は多めの

漁獲量でした。（図２） 

 

 

Ⅱ．近年の生物学的特長  

 五島海区におけるキビナゴの産卵期は６～９月と考えられ

ています。平成２５、２６年は概ね例年通りで

したが、平成２７、２８、２９年は、１０月頃ま

で成熟したキビナゴが確認されました。   
（図３） 

 

 

 

Ⅲ．五島海区におけるキビナゴの資源評価  

 五島海区の漁獲量を基に算出した資源量指

数から、平成２９年のキビナゴ資源は中位水準

にあり、過去５年間の動向から横ばい傾向にあ

ると判断しました。（図４） 

 

 

 

 
 

五五島島海海区区ににおおけけるるキキビビナナゴゴ資資源源はは、、中中位位水水準準でで横横ばばいい傾傾向向とと考考ええまますす  

  

五島海区におけるキビナゴの資源評価 
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※過去５年間の平均値より２０％以上下回った場合を「少なめ」、上回った場合を「多め」としました。 

※平成２７年は６、７月欠測のためデータがありません。 
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